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火の手が上がる神戸市の町並み

今回の震災の大きな特徴の一つに、被害の程度が地域により極端に異なるということがある。

また、情報通信手段も失われたため、それぞれの被災者が個別にそれぞれの被災状況に対応して

いくことを迫られた。従って、震災発生時の初期の対応も、被害の大小、地域の特性（都市部か

郡部か、工業地域か住宅地域か、内陸部か沿岸部かなど）により大きく異なっている。

本章では、復興への歩みの第一歩として、震災発生時の緊急対応について、まず県教育委員会

の状況と対応に触れ、次に被災地域の代表的な小・中・高校各２校の１週間の状況を表形式で表

すとともに、学校の管理運営、情報の取り扱い、行政との連携について説明する。



会.'11:務局の９課l室がある。

その日銭初にこの３号館に出勤したのは休日出勤

し、遅くなったため庁介の近くに惰泊していた県

教委の職員だった。ベッドから転げ落ち、テレビ

が水平に飛ぶ客室から出て、６時には庁舎に到着

していた。まだ外は暗く、非常誘導灯に浮かんだ

庁舎の中には非常ベルが鳴りひびき、スプリンク

ラーから水が噴出していた。息を切らしてひび割

れた階段を上り、所属課室に韮1階してもドアが開

かない。移動した備品類がドアを閉ざしているよ

うだ。保安篭で借りたマスターキーで｡ji:務肋内の

各課室のドアをできるだけ開けるとともに、火の

気がないか脈認して|口１つた。非常用の消火ホース

が散乱し、至るところで雛が割れ、ねじまがって

隙間から室内の見えているところもある。入るこ

とのできた会談室の窓から外を兄ると、庁舎の北

側の民家で火災が発生していた。保安室に報告の

砿務局

ため1階に下りると、外が明るくなり始め、庁舎南

側の神戸栄光教会の尖塔が、いつも通勤していた

歩道のうえに無惨な姿を晒しているのに気付いた。

また、下着だけでぶるぶる震えている被災荷も含

め、数人の被災背がすでに庁舎に避難しつつあっ

た。７時30分噸、課長が出勤し、二人で課塞の入

口ドアを力まかせに押し入り、なんとか雌小限の

居場所を確保した。室内は全く足の踏み場もない。

ロッカー類はほとんどが倒れ、膨大な書類、備品

が無秩序に山をなしていた。１人が情報収集と職

員の安否確認を、１人が県立学校を直接所梓して

いる尚校教育課と、学校施設をⅧ》I1している学事

課を往復して咽話の対応を開始した。各課には当

日．.』ら定されていた行事が予定通りあるのかという

学校からの問い合わせが入っていた。８時20分頃、

県の災害対策本部から会談への出席を求める咽話
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震災暁生臆の緊急対応

が入り、丁度出勤してきた教育次長が、８時30分か

らの第１回災害対策本部会議に出席した。

その後、本部会議の指示を受け、まず第一に学

校の被害状況の把握に努めた。しかし、電話の状

態が次第に悪化し、外線に掛けても内線につなが

ったり、出てみればNTTであったり、作業は遅々

として進まない。２０回か30回ぐらいダイヤルして

１回つながれば良い方だった。同時に各課では、

それぞれの所属職員の安否確認にも努めたが、こ

れも困難をきわめた。時には職員の方から出勤の

手段がないことや、家族が生き埋めになっている

という連絡も入ってきた。職員への連絡は、庁舎

内の電話が使用しがたいため、階段を下りて、近

くの公衆電話を使った。状態を確認し無事な場合

は庁舎の状況を説明して、できるかぎり出勤する

ように連絡した。午後になると、徐々に自家用車、

バイク、自転車、徒歩など様々な方法により職員

が出勤してきた。なかには、自転車で出かけたも

のの、路面が荒れたり制止されたりして、半ばは

押して歩きながら、十数時間もかけて、深夜にな

って到着した者もあった。各課室で人数の揃った

所から、室内を片付け、作業場所が作られていっ

た。

この間、市町から住民の避難場所として県立学

校を提供するよう依頼があり、県立学校長会の連

絡網を使用して、ファックスにより避難住民の受

入れ、救援を最優先とするよう指示した。また、

市町を通じて依頼のあった警察・自衛隊などの救

援対策要員の待機所、救援物資の保管場所として

数校の県立学校を提供するよう手配した。さらに、

被災地外の学校給食センターなどに対し、避難住

民への炊き出しを要請した。

２時間ないし４時間おきに災害対策本部会議が

開催され、午後からの会議には教育長が出席した。

会議が終わると教育長室に帰り、課長会議を開催

して指示を与えると同時に各課長からの災害対策

への提案を求め、それを集約して災害対策本部会

議に返す。一方、各課長はそれぞれの課員に指示

を与え、報告を求める。この繰り返しが、昼夜の

区別なく断続的に続いていった。ほとんどの職員

が眠ることを忘れていた。眠気も食欲も不思議な

ほど感じなかった。夜通しサイレンが鳴り響いて

いた。また、ある報道機関は深夜電話で被害状況

を聞いてきたが、まだ集約できていない旨を伝え

ると、「そんな事も把握していないのか！」と叱責

した。こうして、各関係機関との連絡、状況の把

握と、今後の対策に関する方針の検討をするうち

に、日付は変わっていった。

翌朝、朝日が昇ってくると、庁舎の窓から西に

も東にも火災による黒い煙が見え、ヘリコプター

の爆音が聞こえ始めた。その間、余震が数え切れ

ないほどあった。被害の大きな地域に家族を残し

て出勤している職員は、その都度胸を掻きむしら

れるような不安に襲われながら、困難かつ膨大な

作業に取り組んでいた。

主に、電話、ファックス、自転車、バイクを使

って、徐々に被害状況を集約していった。時間が

経てば経つほど、予想を遥かに超えて巨大な被害

の全体像が姿を現していった。

こうした中、県教委が、検討ないしは実施した

初期の主な対応は次ページの表のようなものであ

る。
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況の調査開始１月171呂

文部省通知に基づき、無悩教科書の給与の市町立学校は各教育,ｌｆ務所を逆じて、県ｳ：

弾ﾉ]的取扱いを依頼学校や教育機関はそれぞれの所管課を通じて、

・市町教育委員会、県立学校長に、転入学希

望者の弾力的取扱を依頼

（文部省から全国都道府県教育委員会あてに同

趣旨の通知）

１月20日

・文部省、教科書会社へ教科,'ドの補給必要概

数を報告

・定例教育委員会を開催、公立学校における

児童生徒101名、教職員11名の死亡および、主

な学校施投の被害状況などとともに、現在ま

での検討・対応状況について報告、今後の対

応について協議

１月21日

・仮設トイレを希望校に設満（全国環境衛生

１蝶協同組合を通じ）

１月22日

・避難住民の多い県立学校へ県立学校教職員

の応援派巡を依頼（毎'130-40人）

・児童生徒160名、教職員14名の死亡を確認

１月23日

・日本育英会の奨学ﾉkへの応急採用について

各商校長あて通知

・公立商等学校入学者選抜の||程を変更

・児童生徒239名、教職員15名の死亡を確認

被脊状況を聯IIi・ファックスにより収集

・市町等からの避難場所の提供等の依頼に対

して協力

、兵庫県災審対策総合本部設置、教育委典会

は施設応急対策部に組み入れられる

１月１８日

・県立高等学校長に対して、大学入学出願11ド

類が遅れることで生徒が不利にならないよう、

関係大学と連絡するなど配慮するよう依頼、

また通常の手続きによらない転学ができるよ

う似Iることなど５項目の当面の対.応について

連絡

、市町教育委典会、県血学校長に、施設の安

全度、交通の状況、職興の出勤状況、地域の

被災者支援の状況等に配噛の上、適宜適切な

休校措置を取るよう連絡

・生徒、教職員の通学、通勤対策について検

討開始、文部借と協議

・県都市住宅部建築指導課に公立学校建物の

耐力度調査の実施を依頼

・’1本育英会本部に特別支援措繊を依頼

１月１９日

・被災県立学校建物の第,次（危険度判定）洲

査開始（対象152校）

・公共交通機関途絶等による通学困難生徒の

調査開始

・公共交通機関途絶等による教職輿の出勤状

|，
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<>教育委員会事務局職員の通勤時間調べ（平成7年1jI28I｣）
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･市IlII立学校は各教育,ｌｆ務所を通じて、県立・文部省通知に基づき、無悩教科書の給与の

１月１７日 況の調査開始

学校や教育機関はそれぞれの所管課を通じて、弾力的取扱いを依頼

初期の主な対応
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■阪神・淡路大震災●そのとき学校は地震後1週間･協力校のうごき

全体の動き

1995年
(平成7） (火）

午前５時4S分

兵庫県南部に震度S、場所によっては震度7の激震が起こる。

地震発生と同時に神戸市、阪神間の各都市で、火災が発生。夜になっ

ても火勢のおさまらない地域が多くあった。

神戸市東灘区等で阪神高速道路神戸線の高架の橋脚が折れ、横倒しに

なった。

午前ﾌ時午前フ膳

兵庫県災害対策本部設置。

1□時１口時

県が陸上自衛隊第３特科連隊へ派遣を要請。

県立高校等で避難者受け入れ１１校、１０，０５１人。

ＪＲ、地下鉄、私鉄、高速道路などの交通網はストップする。

回停電１００万戸

回ガス供給停止８４万5000戸

目電話交換機故障による回線不通２B５，OOO回線

回断水１２７万戸

神戸市は、避難所を中心に給水車を出動させる。

山L幽蕊-，
一一．霊

巳ａ時4s分現在Ｉ巳ａ時４ｓ分現在

回死者1,5B４人

国負傷者４，３１４人

■行方不明1,027人

画家屋倒壊7,146戸

神戸市立福池小学校

Ｓ時s時１

避難者約1,600名。

○災害直後、学校は避難する住

民でごった返す。

○鍵は学校開放委員の住民が開

ける。

B時５０分６時５０分

教頭が出勤、管理員が校内各所

を開錠。

日時

救出要請により職員が出動。

保健室の片付け（ガラスの処理、

棚整理）を行い、救護所として

の機能を果たすよう準備する。

1□時１０時

校長、学校到清。北棟を開放する。

けが人、遺体が次々と運ばれる。

○職員、児童の死亡者確認。

(職員１名、児童３名）

○避難してきた医師、看護婦に

より救護活動が行われる。

Ｏ遺体１９体となる。

Ｏ運動場にはテント１０基、自家

用車数台が並ぶ。

1巳時

近所のスーパーからパンと牛乳

を老人会長がもらってくる。牛

乳を小分けして配るが、全員に

Iま行き渡らなかった。

に：..､14時１４階

バンを小さく切り、リンゴも半

分に切り、避難者に配る。

○１７日中に電話は復旧

(受信のみ)。

(..)食糧の搬入なし。

深夜、バナナ、ソーセージが

届けられる。

勤務職員８名

|宿直７名’

勤務職員８名

宿直７名

西宮市立大社小学校

Ｂ時B時

近所の人が学校本館のガスの元栓

を閉める。

７時

バスケットの朝練習を指導する教

諭2名、職員室のガラスを割って

体育館の鍵を取り、玄関を開け、

テレビ2台を設置する。

ﾌ時３０分フ時Ｂ０分

校長出勤。

避難者約100名。

日時Bﾛ分

満池谷貯水池付近住民に避難命令ｂ

ｇ時日、分g時ｓｏ分

教頭出勤。

１０時

体育館に避難住民が入りきらず、

教室等を開放。

(管理室・特別教室を除く）

○救命救助を最優先にする。

○会議室を遺体安睡所とする。

元市長、卒業生の悲しい姿あり。

絶句。

避難者の中の３人の医師が保健室

で救護活動をはじめる。（～19日）

○避難者自ら志願して職員室へ十

数人のボランティア集まる。

(自治活動の芽生え）

１５時

○初めての食料配付。

･救援おにぎり（2人に1個)。

･買い出しバナナ（1人に1本)。

夕方１家族１枚、個票を配り、

〔住民票〕作成に取りかかる。

１９時１９時

避難者約１，BOO名。

巳昌時

避難者約ａＯＯＯ名。

3年生男子児童1名の死亡確認

(祖母とともに）

○－日中救出要請があった。

○遺体が搬入され、１階会議室に

安廻する。（～２３日、１７遺体）

線香立て、ふとん、畳、棺、ドラ

イアイス、検死、火葬場の準備で

右往左往する。

○電話に－EFｐ長い列(2本のうち

1本は緊急用に確保)。

勤務瞳員３２名

宿直２名

勤務瞳員３２名

宿直２名



神戸市立烏帽子中学校

○本館棟が被災。

○2階理科準備室から出火。

２階から３階部分焼失。

地域住民・職員の手で消火活

動を幾度となく試みたが、手

に負えず、自然鎮火。残り火

Iま翌朝まで続いた。

B時日時

北校舎の鍵をあけ、教室、廊下

を開放。

２階廊下に2遺体搬入。

１１賭１１時

教頭、自転車で到着。

１ａ時日ロ分1昌時ｓｏ分１

教頭､原付自転車で市教委へ連絡。

1ｓ時１ｓ時

校長、自動車で到着。

１４晴

燃焼した教室の階下から重要書

類を非常持ち出しした。

１ｓ時

避難者約６００名。

運動場は数か所で避難者の焚火が

始まり、輪が徐々に大きくなる。

１フ晴

○「臨時休校」の貼り紙を掲示

連絡。

１９時１９時

f)弁当１５０食、リンゴ2箱搬入。

昌昌時昌昌時

○電話回線不通。連絡は不可能。

○避難者約1,100名

勤務職員７宅

宿直３名

勤務職員７名

宿直３名

北淡町立北淡東中学校

Ｓ昭ｓｏ分

○冨島地反K<<回-膳被害の確認。

(教頭）

７時Ｓ０分フ晴巳口分

○臨時休業決定→学級担任へ連絡

－陽生徒へ連絡。クラスの約半

数が安否確認できず。

Ｏ登校したB名の生徒を下校さ

せる。

ガス・水道使用不可。

校舎内点検及び応急整理。

Ｂ瞳ｓｏ分Ｂ|傭ヨロ分

Ｏ化学薬品発火。（１１９番通報

不能）職員が消火、被害無し。

○教職員が近所の生徒や住民の

救助活動を行う。

<)生徒の安否確認。

電話による確認。連絡のつか

ない生徒もあった。

避難所を中心に確認､他の生徒

の行き先をクチコミで聞き調べ。

１ＤＢ舌ヨロ分

消防署から出火現場の検証。

１日時

指示があるまで待機するよう手

分けして生徒へ連絡。（避難所訪

問と連絡）

１ｓ時

○自衛隊（第２混成団）香川県善通

寺より到着｡３／31まで町職員

が､学校施設点検のため来校。

’3年生1名重傷の知らせ力;入る。

(１４:ＯＯ）担任力､対応。（夕方）

､ﾉ生徒の安否確認と救出作業。

可能な限り家庭訪問。

,’教職員の安否確認。（２０名の

職員確認、うち１６名出勤）

巳１時

○冨島小の避難所の様子を見る。町

民センターで､]の動き等情報収集。

!)淡路教育事務所指導主事来校。

，）職員給料は銀行被害のため支

給されず。（翌日支給）

|勤務職員１９名｜

|宿直ｏ名’

勤務職員１９名

宿直０名

県立御影高綬

Ｏ宿直代行員により開門。

○グラウンドに避難者が数十名

来る。

○体育館を開放し、避難者を受

け入れる。

(､)保健室にて職員数名で応急処

置を行う。

７時ﾌ臆

長野県に修学旅行中の校長に電

話で連絡。

○けが人は教職員が近くの医療

機関に搬送。

‘)遺体が搬送され、－時的に体

育館に安置する。

.〕近隣の倒壊家屋の下敷きにな

った人の救出作業へ職員が数

名出向く。

○遺体を教職員の自家用車で区

役所遺体安直所に搬送する。

〈.、学校備品の毛布・布団をすべ

て配付する。

夕方避難者を運動場から体育

館に誘導。

放送が使えないので、ハンドマ

イクを使用したが、通じにくか

った°

夕方、電話復旧後、避難住民の

安否確認が殺到するが、対応し

きれず。

１日時１日臆

避難者約1,500名となる。

○１７日中に電話は復旧した。

〔i深夜コッペパン３００個、毛

布200枚搬入。

ｉ'終日停電。

鰐:三菱
勤務職員２７名

宿直６名

県立兵庫高校

○地震直後、財産管理人が開門。

７時フ時

１０数名が本館1階ロビーに避難。

フ時ｓｏ分|･フ時so分

体育館を開放。

B時ｓｏ分巳歴ヨロ分

保健室を開け、けが人の応急処

置をする。

1フ時１フ時

２階職員室にメモを残し、職員

帰宅。

１Ｂ時40分1Ｂ時40分

校長到着

）3階湊川高校（併設定時制）

会議室を対策本部とする。

つｎ膳つ、庭

校舎、体育館、グラウンドに避

難者があふれでる。

:弓)救援物資は何も届かず、避難

住民への対応は何もできない。

○終日停電。

避難者約2,000名。

兵庫高校湊川高校

|勤務職員２３名７名
|宿直１名６名

兵庫高校湊川高校

勤務職員２３名７名

宿直１名６名

5１９
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(水）

○休校数県立６３校

市町立小学校320校

市町立中学校１４６校

市町立高校他３３校

計562校

○陸上自衛隊gpoo人に増強。

○海上自衛隊、画衛艦、輸送鑑で925人到蔚。

○踊気、６４万戸復旧。

○兵庫県南部地震を引き起こした活断層の－部が、広島大学文学部の

グループにより発見される（野島断層)。

○交通網の復旧状況

ＪＲ東海道線：大阪～尼崎／山陽本線：西明石以西

阪急電鉄神戸線：梅田～西宮北口／阪神電鉄本線：梅田～甲子園

山賜電鉄：姫路～明石／神戸市営地下鉄：西神中央～板宿

阪急電鉄：伊丹～新伊丹間の代替パスを運行開始。

■固羅E雷燕画

■死者２，２１４人

■負傷者１０‘７７９人

■行方不明1,0B2人．

■家屋倒壊１０，９３７戸

○B名の職員が宿泊勤塞。

一 一
○三菱液化天然ガスタンクひび

割れにより、住民に避離勧告

が出る。

避難者数は3,000名となり、

学校の施設すべてが避離所と

なる。

ー ー

近くで火災発生。ホースをつな

ぎ、ブールの水を消火に使う。

一 国
トイレにたまった大便を手づか

みで処理する。ブールの水が少

ないので潤掃も行き届かない。

一 四
保護者の－人がベニヤ板で仮股

トイレを作る計画を立てる。

○食パン、菓子パン搬入・配付

(－人当たりパン半切れ)。

＝圃羅厩画

○給水車到蔚１８時30分

勤聴睡員１０名

宿匝Ｂ名

○避難者数か豹Ｅ４０Ｃ名となる。

○部屋ごとの班隠成､遥劉所響覇

づくりの準備に取りかかる。

午前「おにぎり3000個大作戦」

展開。米水､電気娩飯器を弱唾。

Ｆ犀■
おにぎり完成｡各部屋(班）代表が

配布作業。（自港舌動の芽生え｡）

咽恩成の浬礎となる。

○週族の方より遇体安圏について不

安､要望多く出る。

○児函の安蚕確鯉霧最優先にと職員

室黒板に指示。

○民間(個人･企業）から綱爵物資

が多数届く。

夜ボランティアリーダー職員室ミ

－ティング６

(1)I掴冨成、（２）トイレ掃除当番制

(3)弁当などの配給システム、（４）

踏挺当番などの生活のルールづくり

とボランティアの役創出担確､匙

(生活のルールは「お願い」として１

月25日プリント錨ﾗﾂ

厚家門
1年ﾖぎぢ引用画の死亡確麗。（父､妹

とともに）

Ｃ職員室の床に雑罵癌始まる。

動蕊函貝３２名

宿直２名

(木）

○スイスの救助犬が救助活動を開始。（～１月22日）

○被災県立学校建物の危険度判定鯛査はじまる。

○電気・ガスの復旧に伴い、ショートやガス漏れで、新たな火災が次々

と発生する。

○村山首相が被害状況を視察。

○尼崎市で小中学校再開。

○兵庫県警は警察犬を投入して生き埋めになった被害者の捜索を始める。

○神戸市に厚生省からヘリコプターで医薬品が届けられる。

○国道2号の一般通行が禁止される｡(～２月１７日）

○大阪市内へ、被災者の買い出しが始まり、百貨店や量販店のミネラ

ルウォーター、パン、缶飴など生活必需品が品切れとなった。

○須磨水族園の魚類が停電の影響でほぼ全滅する。

■固羅眉寄厩麺

■死者3,509人

■負傷者１７，４B3人

■行方不明Ｂ６１人

■家屋倒壊２０，B4B戸

○7名が出勤する。

○未明、毛布、食料品など、多

数の救援物資が届けられる。

○食稲配布のため各部屋の寅任

者を決める。

部屋ごとの名溺作成を依頼。

(自治組織絹成の芽生え）

一 国
個人ボランティアによる麦翌鋤貿

の蝿入が始まり、山潤みされる。

○電気が復旧する。

○部屋ごとに「表札」が掲げら

れ、私物などの整理もされる。

落ち着きを取り戻しはじめた。

勤蕊園貝１０名

宿直５名

一 円
避顛者約1,000人。

避難所生活と運営システムがほぼ

確立。班組織として２９班が決定。

○運動場に駐車場用の白線。

○掲示板用の伝冒板股圃。

Ｆ扉■
満池谷町で火事。

プールの水を防火用に確保してお

いたことが活かされた。

トイレの汚物処理は、水芯し法で

継続（トイレ当番制)。

○保健室に２４時間体制救圃所が

開股された。

○ようやく学校再開が管理職の謡

題となる。

○最初の炊き出しボランティア

(豚汁・大阪市立平野小学校）

○緊急頭鯛対応スタッフのなかか

らボランティアリーダーが生ま

れる。

勘蕊匿､、３２名

宿匝２名



神戸市立烏帽子中学校

フ時

前夜届いた食糧を配給するが、

極めて少なくパニックになる。

９時

おにぎり１０００個､もち､たくあ

んを配給（整理券作成)。

１□ ざ

避難者は約1,200名となる。

運動場のたき火には生徒の椅子

や、家財も投げ込まれる。

○南隣接公園に非常用トイレを

掘る。

１ｓ時

Ｏ給水車が初めて来校する。

１５時

○灘保健所から治療に来校。

１巳時

○食糧の搬入はごくわずか。

:〕夜間運動場で野宿する避難者

多数。

B時日時

勤務職員７名

宿直３名

|勤務職員７名｜
|宿直３名’

勤務職員７名

宿直３名

地域ボランティアと共に食稲

配給。

９時

周辺倒壊家屋に残された人の

捜索・救助のため、自衛隊が

集結。

門仮設電話2台が設置される。

学校の電話番号と異なるので、

安否確認の情報も少なかった。

・毛布、衣類が搬入される。

，救援食糧の配布案内にハンド

マイクを手に走り回る。

夕方

校長室と会議室に電話が昔１台

設直される。

勤務職員１３名

宿直５名

北淡町立北淡東中学校

９時

○職員打ち合わせ。

今後の予定と対策を協議。

○教室、職員室、校長室、事務

室等の復旧につとめる。

○ｇ：５０，１１：１５

支援物資到着｡運動場がヘリボ

一卜となる。（２月中旬まで）

○登校の呼びかけ。

電話連絡、家庭・避難所訪問

によって情報収集一陽教頭集約。

(身体状況､学習可能か､避難先、

家族の安否、家の状況）

数名の生徒が町外に避難して

おり、所在確認できず。

○校区内の巡視と通学路の安全

確認。

午後

○家族を失った生徒への家庭訪問。

兵庫県南部地震北淡町犠牲者合

同葬儀。

○夜には校舎内が救援物資でい

っぱい。

○全校登校日

勤務職員２１名

宿直０名

助務職員２１名

宿直０名

登下校安全指導開始｡ｇ:ＯＯを

めどに登校。（237名中204名

登校）トイレ前にバケツ、水

を準備。（水は中庭の堀から）

学活・・・被害状況の確腿、諸注葱と連絡

網作成、生徒の負傷、教科闇の有無、住
居・登校状況の調査、翌日の予定確認、

教科書・文具等の調査、掃除、全半壊の

生徒にノート、簸記用具を配布。

１０時１０時１口時

全校集会・・・復興への決意を確

認。（校長より）

１０時日０分１０時日０分１口時日ロ分

生徒下校。下校時安全指導。

１５時B０分１５時Ｂロ分

○安否確認のため避難所等を訪問。

○津名郡中学校進学ｊ壁者会出席。

○避難所準備。町教委の依頼で

各教室を点検､机等を廊下に出す。

○業者によるガス点検。

Ｏ負傷生徒見舞い。

(県立淡路病院） 勤務霊員２１名

宿直０名

阪神・淡路火麓災◆そのとき学校は地霊後1週間のうごき

県立御影高校

○混雑を避けるため､早朝､また

lま深夜に生徒、教職員の安否

確認電話をする。（～１月２３日）

○早朝コッペパン300個を配付。

１日時

避難者約２，０００名。

教室にも避難者がなだれ込む。

○ＬＮＧタンクのガス漏れによ

る避難勧告により、避難者が倍

増し、その対応に苦慮する。

①救援物資がトラックで届き、

避難者のボランティアととも

に降ろし作業、配付作業に当

たる。

○修学旅行の帰着受け入れ準備

を行う。

○保健室での重傷者の看護を行

う。

○倒壊家屋からの遺体の搬出．

教職員の車での搬送。

○懐中電灯とカイロを搬入。

○終日停廻。

|勤務職員２B名
|宿直７名

|勤務職員２B名
|宿直７名

勤務職員２８名

宿直７名

勤務職員２８名

宿直７名

Ｏ第２学年が修学旅行先の長野

県から帰蒲。

被害状況の説明、保護者への

引き渡し方法についての説明

などを行い、帰宅させた。

○給水車がはじめて来校した。

○終日停電。
勤務壷員２９名

宿直９名

勤務篭員２９名

宿直９名

県立兵庫高校

○救援物資のカンパン到着。

○職員の安否確認。

(~)学年主任又は副主任から各担

任へ生徒の安否確認を指示。

１日時

カンパンを配付（1人3枚程度)。

電気復旧。

１Ｇ時

バナナが届く。

１日時

夕食が届かないようなので、（

ナナを１人１本ずつ配布する。

Ｏ校長、教頭より宿泊者を割り

当てる。

○救援物資として毛布が入る。

○本校は指定避難場所ではない

ため、市の対策本部は避難者

がいることを把握していない

模様。

r)避難者約2,000名。

出勤できた職員が全員で避難住

民に対応した。

兵庫高校湊川高校｜

|勤務職員２２名８名｜
|宿直５名２名’

兵庫高校湊川高校

勤務職員２２名８名

宿直５名２名

○はじめて給水車が到着。

〈.〉手づかみでトイレの清掃。

仮設トイレの設置を市に依頼。

<~>避難している本校生徒がボラ

ンティアとして住民対応を手

伝う。

(.)県教育長来校。

．f1避難者の名簿作成にかかる。

Ｏ避難者へ、安否確認の放送を

行う。

（.)室内小学校から１００名の避難

者を受け入れる。

兵庫高校渓川高校

勤務壷員３６名８名

宿直５名４名

兵庫高校湊川高校

36名８名

宿直５名４名

6１



6W目

全体の動き

⑳ (金）

○仮設住宅47B戸着工。

○神戸-大阪間の海上ルートが復活する。

○気象庁、現地調査の結果、兵庫県南部地震の一部が観測史上初の震

度7だったことを発表。

１５時４５分現在１５時４５分現在

回死者４，１２Ｂ人

回負傷者１９，９２９人

回行方不明７１１人

国家屋倒壊２９，６１９戸

回避難箇所１，０５９

国避難人数299,607人

(土）

○休校

県立学校４９校

市町立小学校２６３校

市町立中学校１２４校

市町立高等学校他２５校

計４６１校

○フランス災害救助特別部隊（隊員６０名、捜索犬4頭）が到涜。

○防衛庁・自衛隊は、救援態勢を陸上自衛隊1万B500人までに増員。

○韓国政府から救援物資の空輸発表。

○夜半、近畿地方に雨。土砂崩れなど二次災害に厳戒態勢。

国死者４，ＢＯＯ人

回負傷者２３，２２S人

回行方不明445人

画家屋倒壊４８，１７８戸

図避難箇所１，０９０

回避難人数301,297人

神戸市立福池小学校

○9名が出勤する。

○医薬品が搬入される。

○ボランティア活動始まる。

○避難者の部屋ごとの名簿作

成。

○保護者により、運動場に穴を

掘った仮設トイレが造営され

る。

○神戸市立西山小学校より応援

活動始まる。

○ボランティア、教職員による

ミーティングが始まる。

勤務転員１３名｜

|宿直８名’

勤務転員１３名

宿直８名

０２１名が出勤する。

○スタッフ会議開催。

(教職員、避難者の中の数名の

スタッフと、数名のボランテ

イアによる｡）

･つ高砂ライオンズクラブによる

炊き出し始まる。

○ＦＭ８０２の健脚ボランティア

多数来校。

○職員、ボランティアで仕率分

担などを決める。

○避難者名簿作成始まる。

(データベース化）

Ｏ班編成により宿泊勤務体制が

整う。

'>仮設トイレ（4基）搬入、最

終的に１５基となる。

|勤務職員２１名｜

|宿直１ｏ名’

勤務職員２１名

宿直１０名

西宮市立大社小学校

9時9時

避難者約１，０００人。

正午ごろ

自衛隊より最初の給水車到着。

１日２回来るが、近

せる方法なし。

隣住民に知ら
●

1年生男子児童1名の死亡確認。

(父母とともに）

犠牲児童３名となる。

、｜勤務職員３２名｜

｜宿直２名’

勤務職員３２名

宿直２名

９時９時．’

避難者約1,000人。

巳１時巳１時

避難者B７６人。

(琴)遺体安置、手当、物資補給など、

対応に追われる。遺体が順次出

棺する。

勤務職員２２名

宿直２名



神戸市立烏帽子中学校

ａ時」ａ時

○大型トラックにより医薬品ほ

力､、多種多様の救援物資が届く。

１１時１１時

○校務運営委員会を開く。

○校区を3分割して生徒の安否

情報の収集に回る。

○午後、救援の発電機が届く。

電灯程度の利用が可能となる。

巳１時ｓｏ分ａ１時ｓｏ分

○避難者名簿を作成し、避難所

本部テントに掲示した。

|勤務職員１ｓ名

|宿直２名

勤務職員１ｓ名

宿直２名

ｇ時日ロ分9時so分一一’

職員会議

○仕事内容を基にした組織づく

りが進む。

○校区内を回って生徒の安否情

報の収集。

Ｏ避難者用の廻話3台設置。

○公共下水道復旧。

○仮設トイレ２基詔謂．

1フ時３０分ざＢロ分

避難者自治組織発足「避難市民

のきまり」をつくる。

勤務職員１３名

宿直３名

勤務職員１３名

宿直３名

北淡町立北淡東中学校

Ｂ時

職員打ち合わせ。

９ 唐

○登校学活

全半壊の生徒の衣料品

サイズの調査､全半壊調査。

○授業ｇ：１０～ｇ：５０

１０：ＯＯ～１０：４０

の2校時プリントによる

学習。

１口時目口分1□時５０分

生徒下校。

午後

生徒の保護者の合同葬儀参列。

１４時１４時

自衛隊１５連隊到着。

家族を失った生徒の家庭訪問。

避難所訪問。

９時９時

|勤務職員２１名

|宿直ｏ名

勤務職員２１

宿直０名

登校学活。授業2時間。

１１０時５，分１口晴５口分

生徒下校。

○中間テスト（3年）中止を決定。

3年生保護者との進路相談通

知。（25～27日）

○避難所訪問。

次週からの時間割を掲示。

《､i体育館が避難所となる。（避難

者が２ＢＯ名となる）

○町職員来校。

支援物資の配布、避難者名簿

作成、班編成。

○安否確認、災害対策本部等からの

電話への対応深夜まで。（教頭）

○救援物資等、武道館へ移す。

●水道工事開始。

つｐ雁畠

Ｏ徳島県庁からの避難所派遣職

員と打ち合わせ。

1／２１～Ｂ／２２の間派遣。

|勤務職員１９名｜

|宿直ｏ名’

勤務職員１９名

宿直０名

阪神・淡路火濫災●そのとき学校は地震後1週間のうごき

県立御影高校

○電気が復旧する。

Ｏ緊急放送設備が使用可能とな

る。

○避難者の中からボランティア

を募り、トイレ掃除をする。

○ブールの水をトイレ用に汲む。

Ｏ深夜にも救援物資が到着。

○電話がB回線に増設される。

Ｏ避難者名簿の作成に着手。

勤務職員３８名

宿直１０名

勤務職員３８名

宿直１０名

○区役所職員の常駐化始まる。

<~)校務運営委員会を開く。

.>救援物資の情報など、対策本

部からの情報がようやく的確

に届く。

○同窓会館にて、避難者の総会

を行う。

○自治組織が発足する。

(~､仮設トイレ１６基が搬入される。

勤務職員３３名

|宿直１０名

勤務職員３３名

宿匝１０名

県立兵庫高校

,#蕊
○深夜に仙台（民間の有志）から

救援物資が届いた。

○夜中じゅう問い合わせの電話が

鳴り止まない。

○食料、水、毛布その他の保管担

当者を決め､市職員､ボランティ

アを割り当てる。

○避難者約2,500人。

兵庫高校湊川高根

|勤務職員４１名９名
|宿匝５名４名

兵庫高校湊川高校

勤務職員４１名９名

宿匝５名４名

○連絡の取れない生徒の安否確

認のため、担任が自宅と避難

所を回る。

○仮設トイレB基を入れるが、

使用不能となる。

(カートリッジ式のトイレだった

がビニール袋がなくなり、すぐ

に便でいっぱいになった）

○避難者約2‘５００人。

兵庫高校湊川高校｜

|勤務職員３６名８名｜
|宿直３名６名’

兵庫高校湊川高校

勤務職員３６名８名

宿直３名６名

8W６
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鴬繊驚
溌蕊識溌蕊鱗１

(日）

○学校への被災者受け入れ

県立１１校１０，５２９人

市町立小学校226校

市町立中学校１０２校

計339校129,256人

○避難住民の多い県立学校へ県立学校職員の応援派遣開始。

■死者４，９１４人

■負傷者23,603人

■行方不明200人

■家屋倒壊49,705戸

■避難箇所1,097

口避難人数２９７､３１３人

○１３名が出勤する。

○福池小学校対策本部股園。

○ボランティア、避難者への見

舞等多数の来校者あり、対応

に追われる。

○避難者による世諸係役員など

決定。

鋤露顕貝１５名

宿直６名

ー ー
避難者BO4人。

一 一

ＮＴＴ仮設電話20台設圏。

大垣市絵水車塵援到鑑‘，

○２３日安函遺体すべての出棺

のめどが立つ。

軍肩雨露画

体育館へ畳200枚入る。

■圃霊調罵宰■

○市担当者による応急仮股住宅

申込脱明会。（食堂で、校長教

頭立ち会い）

＝司霊ー

避難者６１６人。

(月）

○ＪＲ西日本と阪急、阪神は西宮から三宮間に代替バスの運行を開始。

○神戸市の一部で学校再開。

○北淡町は、野島断層を永久保存することを決定。

■死者４，９ﾌB人

■負傷者２４，０８１人

■行方不明１４５人

■家屋倒堰51,520戸

■避難箇所１，１５３

■露難人数３１６，６７B人

呼 一
遺体の引き取り終了。

一 一

ほぼ全職員の出勤が可能とな

る。

自衛隊常駐のため運動堀の竪理

を行う｡(１月24日より常駐）

ー＝ー

○各階でトイレや階段など共用

場所の潤掃分担（輪番制によ

る）が行われる。

一 国
スタッフ会識で、対策本部へ仕

事引き継ぎのための打ち合わせ

を行う。

○全職員の出勤が可能となり、

職員会を開くための準傭を始

める。

○避難者数１，１７８名確認され

る。

勤務睡田２２名

宿直１２名

一 一
避難者64B人。

すべての週体出棺する。

(延べ１７遺体のうち最後の6遺体）

■面悪一
毛布100枚入る。（1人2枚として

不足分）

厚手弓
避難者B55人。（余震で増加）

○明日より毎晩１９時から班長会

閏

畷を開催することに決定。

(会趨室）

大社ファミリー園と教頭が板圏。

勤務職Jヨ３２名
宿直３名



神戸市立烏帽子中学校

１０時５０分１口時Ｓロ分

○翌日登校するよう校区を巡回

して連絡、掲示。

１１時：’１１時

○電気が復旧する。

１Ｇ時ｓｏ分1Ｇ時S０分

○避難者用に自衛隊のテント６

張設営。

○ボランティアによる炊き出し

開始。

○降雨のため、グラウンドでは、

テントの数がさらに増す。

勤務霊員１１名

宿直３名

勤務霊員１１名

宿直３名

|；１１時１１時

○烏帽子公園で、臨時全校集会。

(生徒142人）

○この日より、市内他中学校よ

り応援教諭の来校、始まる。

勤務職員２１名

宿直２名

勤務職員２１名

宿直２名

北淡町立北淡東中学校

教頭、教諭1名出勤。

避難所、生徒への対応。

○淡路交通バス、西浦線運行開始。

○避難所用仮設電話設圃。

ヘリコプターによる物資輸送盛ん。

ボランティア多数来校。物資の

整理、運搬

○水道復旧工事完了。（深夜）

|勤務職員１名｜

|宿直ｏ名’

勤務職員１名

宿直０名

豪雨のため臨時休業。

洲本市、三原郡より支援物資

(文具セット）到着。

午後

徳島県医療救護センターを保健

室に設置。（1／23～3／22）

保健室を２Ｆ会議室に仮設。

'ﾊ>水道復旧するも、塩素過多の

ため、飲料水としては使用で

きず。

|勤務職員２２名
|宿直０名

勤務職員２２名

宿直０名

阪神・淡路火践災●そのとざj,l段校は地震後1週間のうごき

県立御影高校

○避難者名簿のパソコン入力を

始める。

○自治組織の班長ミーティング

が毎朝・夕に定例化する。

○避難者名簿により来所者、電

話の安否確認作業がスムーズ

に行えるようになる。

(.)仮設トイレが搬入される。

１１時１１時

|勤務転員１９名｜

I宿直１４名’

勤務冠員１９名

宿直１４名

○職員会議を開く。生徒、職員

の安否を把握する。

○１月２５日を第１回牛徒登校日

と決定。

()避難者への救援物資の配付に

職員が終日あたる。

○自治組織のミーティング

職員が指揮をとり実施される。

|勤務壷員４９名｜
|宿直１５名

勤務壷員４９名

宿直１５名

県立兵庫高校

○出勤者のみで校務運営委員会

を開く。

明日の職員会議開催を決定し、

職員に連絡。

○他校教職員ボランティアがは

いる。

○避難者約２，５００人。

兵､踊詔校湊川高校｜

|勤務雇員１９名７名｜
|宿直６名５名’

兵､踊話校湊川高校

勤務雇員１９名７名

宿直６名５名

○避難者約ａ５００人。

○職員会議を召集する。

･生徒被災状況。

･教職員の実態把握。

･２年生の修学旅行中止を決定。

･授業再開について検討。

･避難住民対応。

･宿日直割当．

日直１５人宿直5人とする。

･PTA役員召集、現状報告。今

後の方針について理解を求める。

兵匝高校渓川高校

|勤務壷員６５名７名
|宿直８名５名’

兵匝高校渓川高校

宿直８名５名
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